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今回のDX研究部門特集では、DX研究部門をはじめ、
理工学部のDX横断型コースや地域連携など、理科大が
進めるDXに参画頂いている学外の皆様に、デジタルト
ランスフォーメーション、DXについて存分に語ってい
ただいた。今や、DXという言葉を耳にしない日はないし、
その意味も、英語を訳してみればデジタル技術を用いて
何かを変化させることというくらいは誰でも予想がつく
に違いない。しかしながら、コンピュータもネットワー
クも人工知能も、何十年も前から存在している。なぜ、
今さらDXなのだろうと思うのは私だけだろうか。今回
の筆者の皆様には、この疑問に、いろいろな側面から具
体例を示しながら答えて頂いたと思う。その場面は、教
育、ソフトウェア開発、ゲーム、製造業に渡り、技術的
には、プログラミング、形式手法、ネットワーク、人工
知能、シミュレーションといった計算機科学の広い範囲
に渡った。そして、そのいずれの取組みも、迷いのない
一つの方向性をもったDXであった。これらの取組みか
ら私が得た答えは、DXとは、人間を準デジタルな立場
から開放することなのではないかということである。こ
れまでのデジタル技術は、コンピュータが人間の単純な
計算作業を肩代わりし、ネットワークが人間同士の会話
を肩代わりし、ゲームが知的好奇心を満たした。このよ
うに要素技術として発達したデジタル技術の間で、人
間は、全体をシステムとして機能させるためにデジタル
とデジタルをつなぐ準デジタルな存在にされてきたので
はないだろうか。もし、そうだとするならば、DXとは、
人間自らが準デジタルな歯車とならずとも、デジタル同
士を直接つないで一つのデジタルシステムとすればよい
と気づくことなのかもしれない。そのとき、人間はどの
ような立場になるのだろうとも思う。きっと、はじめの
うちは、DXによってできた新しいシステムの管理者で
いられるかもしれない。そのうち、世の中がより複雑な
ことを要求するようになると、システム同士をつなぐ準
デジタルな存在へと、また逆戻りしていくのかもしれな
い。そう考えると、トランスフォーメーションはこれか
らもずっと繰り返されることなのかもしれない。ただ、
次のトランスフォーメーションを起こすのは、デジタル
とは限らない。早速、グリーントランスフォーメーショ
ン、GXという言葉も出てきたようだし。いずれにせよ、

「X」だけは、当分の間引き継がれていきそうである。

〔滝本　宗宏：理工学部〕
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